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1. 背景と目的

（本文は MS明朝、10.5pt、２段組）冬

季スポーツの代表的なスキーは、社会的特

性、身体的・精神的効果の面から生涯スポ

ーツとしての普及が試みられている。そこ

で、本研究の目的は・・・を・・・するこ

ととした。

2. 方法

調査方法は、北海道 S市にある Tスキー

場来場者 500名を対象にアンケート調査を

実施した。調査内容は・・・。質問項目毎

に得点化し、・・・・。統計処理では、・・・。

3. 結果

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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4. 考察

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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